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序

　国際力動的心理療法研究会第 14回年次大会を、我々は国際集団精神療法集団過程学会地域
会議のホストとして、環太平洋集団精神療法集団過程学会大会と合同開催で 2008年松江にて行い
ました。神々が一堂に会する神無月に世界の心理臨床エキスパートたち、精神科医、看護師、ソー
シャルワーカー、教師で集い、心の平和、人と人の間の平和、世界の平和の基盤となる心の安全
空間の心理療法学的探求を豊かに行いました。そして今、私たちは東日本大震災からの復興に向け
て苦しい闘いを強いられています。戦争以外もはや人智を超えた怖れは無いかの如くに、かつてな
い貪欲な生産性を科学のパワーで実現した人類に、3.11東日本大震災は自然本来の脅威を我々に
突きつけただけでなく、科学の安全保障神話を打ち砕く制御不能の放射能災禍をもたらしました。
“Fukushima problem”です。 このような人智の想定を超えた突然の破壊に遭遇して、人は一体
何ができるのでしょうか。心理臨床、医療、教育の専門家として、ひいては世界市民として、我々の
誰もが深刻な関心を交わしています。
　国際力動的心理療法研究会の理事長、そして第 18回年次大会会長として、私は東日本の中心都
市仙台にて大会を開く決断を致しました。この過大な災禍に見舞われ、今なお二次災害、三次災害
の脅威にさらされている人々の復興の闘いに我 も々参与し、集うことにより支援の心理的、象徴的な
意味を強く期待してのことです。未曾有の震災による致命的な痛手の中にある地域において、復興の
新たな地平を切り開いていく共々の営みに集う会員および世界の心理療法家を心より歓迎致します。
この震災の危機を 2001年のニューヨーク、1945年の広島、長崎の人々が克服していったように私
たちも乗り越えていくことを、私は信じて疑いません。

国際力動的心理療法研究会
理事長　第 18回年次大会会長

小谷 英文
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第 1部　理論

第１章　心の復興の鍵：受容の心理力動 1)

小谷 英文 2)

「世界で最も美しいものは目に見えないし触れ
ることはできないものだよ。それらは心で感じ
るものなんだ。」（星の王子様から）

1. 心の復興に取り組む視点
自然災害と人災
　巨大な自然災害というものは、人災と無縁
という訳にはいかない。人々は瞬時のうちに
自分自身が破壊される怖れと同時に、慣れ親
しんでいる世界が崩壊する怖れを体験し、ト
ラウマに晒される。そのような状況の中でも、
人 は々お互いで助け合うことに英雄的な犠牲を
払う。被災を免れた地域から被災者の踏ん張
りに応えようとする支援活動も次々に展開され
る。実際に、東日本、とりわけ東北の人 は々、
これまでの 1年半というもの、普通の生活に
向けての復興を目指し、とてつもない踏ん張り
を見せている。その事実を誰も否定することは
できない。誰もが最大限の努力を重ねていな
がら、我 は々また我 自々身による人災から逃れ
ることもできない。企業論理の「共謀」による
深刻な原子力プラントの問題が、大変な災害と
トラウマを生んだ。そしてその危機的状況は，
今尚続いている。
　専門のサイコロジストとして、あるいは精神
分析家、精神科医、看護師、教師あるいは行
政者として、我々の多くは、今や我 自々身が自
然災害被災者から災いをもたらす侵入者と看
做されることもあり、それを自覚している。事
実、我々の献身的な支援活動に伴う多くの人

間的過ちもまた、被災者に二次災害、三次災
害をもたらす。さらに支援の専門家もボランティ
もまた、自身の善意のしかし過った行為によっ
て傷つきもしている。

被災者とは
　私自身が直面している別の問題もある。人々
の被災地域の捉え方である。被災地とは、何
だろうか。被災地とは、津波が押しよせ多くの
人 を々さらっていったのを見た生存者達が住む
場所のみを指すのだろうか。あるいは福島の原
子力発電所の 20km圏内のみを指すのだろう
か。私は月 2回、無料震災心理・教育臨床セ
ンターで 30人前後の人々に会うが、そこを訪
れる人 に々はそれぞれに傷つきがあるにもかか
わらず、自分自身の被災体験をなかなか語ろう
とはしない。
 　「私の経験は小さなことで、そんな話をする
のは申し訳ない気がしてます。3月11日、私
は地震には遭いましたが沿岸部にはいなかっ
たので・・・」と、涙をいっぱい溜めて、自
分自身の経験を初めて語った後でさえも、ご
自分が痛んでいることをなかなか認めようとは
なさらない。自分自身の痛み、そして多くの人
の力になりながら、二次被害、三次被害を被っ
たまま、必要な心のケアを受けていない方々
が非常に多い。
　原爆投下後に広島の町に降り注いだ「黒い
雨」は、原爆被災地域のとりわけ目立った目
印であったが、この明瞭に黒い雨の影響を受
けた地域でさえも、今なお議論の中にあり解

1) 国際力動的心理療法研究会第 18回年次大会 開会講演・大グループ：「災害、トラウマ、専門の貢献」から
2) 国際力動的心理療法研究会第 18回年次大会会長　国際基督教大学 名誉教授　博士（心理学）
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第１章　心の復興の鍵：受容の心理力動

決に至ってはいない。被災地を人間の組織が
決めるのである。ここにもまた人災にさえ至る、
人が産み出す問題の難しさがある。

受容と沈黙
　海外の専門家あるいはメディアからよく言わ
れる。東北の人 、々広島、長崎あるいは日本
人全般において、人 は々あまりに忍耐強い。あ
るいは統制不能の災害がもたらす破壊を、人々
はよく受け容れることができる、あるいは受け
容れざるを得ないのだろうかと。
　しかし巨大な自然災害や人災に向かい合う
我々にとって、そこにある一見受容と見える態
度は、実は巨大な脅威への忍従ではあるまい
か。アフリカ、パレスチナ、あるいはイスラエ
ルで、自分達の意志に反して戦争に巻き込ま
れ犠牲者となった人 も々また忍従を強いられて
いるが、人 は々いつもさほどに忍耐強いもので
あったろうか。
　耐え難いトラウマに苦しむ犠牲者や傷つい
た側は、例外なく寡黙になる。寡黙になり沈
黙を保つことは、心理力動的に健康な防衛的
撤退として始まるが、それはまたシゾイド防衛
としての引きこもりへのエスカレーション、さら
にはシゾイド人格への硬化を引き起こしたりす
ることさえあり得る。私自身、子ども時代、手
のつけられない被爆2世のシゾイド少年であっ
た。沈黙は、罪悪感や恥を隠すと同時に、自
己主張を押し出す攻撃性の健康なエネルギー
をも精神内に閉じ込めてしまい、精神システム
のエネルギーと情報のエントロピィを高めてし
まうこともする。その結果、人によってはエン
トロピィが上がりすぎて自死へと足を踏み外す
ことがあり、他方で、PTSR（第 11章参照）
やPTSDに苦しむことになったり、あるいはシ
ゾイド性の引きこもりに固まり、世間との間に
厚い壁を築いてしまうことになったりする。
　多くの企業トップが好む格言「逆境が人を育

てる」に現れるように、沈黙を持って困難に耐
える日本人の能力は、伝統的に美徳とみなさ
れてきた。精神分析的には、艱難辛苦を受け
容れることが自我を強化し、自己空間を拡げ、
柔軟で逞しい自我と心的安全空間を強化する
という意味がそこにある。小泉八雲（Hearn, 
1972）によると、武士の子どもは辛苦に耐え
る精神力を厳しく育てられ教えられる。そのよ
うな生き方について、私は空手や居合に親し
む中で、宮本武蔵の「五輪書」に学んだ（1645 
/2002）。しかしながらこの忍耐力の本質的意
味が度々誤解される。武士の潔き受容の伝統
は、仇討ちを制度化したあたりから怪しきもの
になってしまっていたが、現代日本社会ではそ
の怪しさに加えて、忍耐そのものを排除するか
の風潮が強くなり、潔さは遥か遠いものになっ
てしまった。
　武士本来の潔き受容の意味する所は、どの
ようなことであれ現実を無視することでも否認
することでもない。自分自身あるいは他者から
発せられる真の声を聞かないということでもな
ければ、自分自身の責任を外すことでもない。
そしてまた必然の運命もしくは神による定めとし
て、これに甘んじて従うことを意味するもので
もなければ、決して母親への退行的依存、す
なわち子どもっぽい甘えを意味するものでもな
い。
　武士の習いの伝統にあった潔い沈黙と受容
は、不可避の運命と目されるような出来事にも
面と向かい、己の責任を果たす文字通りの個
人として最大の責任感のあり方を現すものであ
る。それはけっして運命論に基づく忍従の様
態ではない。世界の組織精神分析実践をリー
ドするDavid Guttmannは、日本人の受容
には運命論的な忍従の側面がありはしないか、
という実に貴重な思慮深い作業仮説を、震災
一周年記念日の日本集団精神療法学会で開示
した (Guttman, 2012)。　
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　地質学的に不安定な日本列島の構造による
自然災害の延々たる歴史の故に、日本人の受
容感には運命論が潜んでいる可能性があると
したGutmannの仮説は、議論の余地が大
いにある、正に我々に対する真摯な直面化で
あった。3.11大震災の被害に関わる語りに対
して沈黙で応えている人 、々これからもなお沈
黙を守る多くの人 に々臨床家や教育者は会うこ
とになるだろう。
　被災者の沈黙は、概ね以下のような心理力
動的アセスメントが成される。 

　1)逃避もしくは回避の沈黙
　2)甘えの沈黙
　3)助けの求めを孕んだ神経症的沈黙
　4)受動攻撃的反応の傷つきやすい沈黙
　5)シゾイド沈黙
　6)健康な積極的沈黙

　積極的沈黙、古い言い方をするなら武士の
沈黙に近い積極的な信念の潔き沈黙は、自分
自身の体験の積極的な受容に基づくものであ
る。
　セラピストは、災害後の沈黙を守り続ける
人に出会うとき、その人の沈黙を受容しつつ自
分自身の沈黙をも受容しなければならない二
重の体験をする。これが度々忍従の沈黙と混
同され，自らも混同し、信頼や体験の共有を
産みだす営みからは遠く外れてしまう結果を生
む。そのような自分自身の沈黙を心理力動的
にアセスメントし、沈黙のうちに苦しんでいる
人と心理的な繋がりを確かなものにすることを
逸してしまうなら、PTSDの治療も予防もひい
ては教育もおぼつかない。沈黙の中にある目
の前のその人の存在の受容は、ある瞬間その
人とのコンタクトが言葉では全く取れない、良
くも悪くもその場の自分自身の受容無しにはな
し得ない。積極的なさらには武士のそれに近

いそのままを受け容れる潔き沈黙に留まること
によって初めて、共在体験を確かなものとする
ことになる。今ここでの間主観的体験空間を
保持するのである。
　そのような共在空間を保有するという、信念
を持った積極的な潔き沈黙にあるなら、自分
自身で広がりと深さのある自己空間を保持する
ことができ、自身の葛藤や防衛から自由なそ
の場で機能している自我の覚醒を保つことがで
き、かつ相手から発せられるものは、それら
がどんなものであれ抱えることができる十分に
広いから（空）の空間を保有することができよ
う。
　沈黙は、特に日本において、精神分析的作
業には非常に重要な役割機能がある。沈黙は、
人の体験の水面上と水面下のプロセス、すな
わち心の見える領域と見えない領域の心理力
動を分化させるほどよい空間をもたらす。沈黙
の中で、個人あるいはグループに展開する水面
下の見えない心理力動が探索される。積極的
な潔き沈黙の中にあって、自我は見えないプロ
セスに触れ、感じ、そして理解のための分析
を進める。
　語ることは、人格機能の心理力動的なバラ
ンスを回復させる上で、誰にとっても欠かせな
いことである。だが語ることの中にも強い防衛
機能があることに、我々はよくよく注意してお
く必要がある。語っている中で起きる沈黙は、
セラピストにとっても患者にとっても体験の表
面と水面下のプロセスを分化させる豊かな働き
がある。沈黙はまた、体験プロセスを発展さ
せたりあるいは回復させたりする内的なフィー
ドバックサイクルに必要なものでもある。しか
しながらそれらの適応的、防衛的そして病理
的な沈黙のいずれも、深い森のような心の見
えない世界の様 を々隠す霧をふり払うために、
助けが必要である。

見本
無断転載・転用禁止



9

第１章　心の復興の鍵：受容の心理力動

2. 受容の心理力動
罪悪感や恥とは異なる独特の反応
　3.11大震災以来 1年以上、東北の人 と々共
に働いて来て尚、人々が置かれている状況に
対して、セラピィセッションでも日常生活にお
いても人々の語りと沈黙に現れるこの地方特
有の特徴的な様相があるのかどうかという点に
ついて、私には何らの確信はない。私の臨床
的介入に対して、人々からのある特徴的な反
応が見られるが、それが巨大災害の経験によ
るものなのか、あるいは東北地方固有の文化
的に特徴的な、心理社会的および心理力動的
な傾向もしくは態度によるものなのか確証がな
い。人々の沈黙には、罪悪感や恥に関係もあ
るであろうが、それらとは異なる側面もある。
例えば、東北の人々の多くが沈黙を破ろうとす
るとき、他の人 を々傷つけてしまうのではない
かと度々怖れを示す (Kotani, 2012)。
　3.11の経験を決して語らない多くの市民や
学生達は、これまで 1年半にもわたって、脅
威の感情や怒りを心に潜めたままでいる。サ
ポートグループにおいて、私がそれぞれの経
験を語るよう促した時、彼らはいつも沈黙で応
えた。期待していなかったことだが、その多く
に積極的沈黙の側面があった。沈黙に直面
化する私に応えて感情を語り始めるとき、彼ら
の多くが他の人を傷つける怖れを明かした。自
分達の苦痛が他の人々の負担にならないよう
に、3.11以来、落ち着かない気持ちを胸にし
まい込み続けるよう、自我境界を閉じていた。
Gutmannの講演を聴いたとき、私は彼の作
業仮説に添わない人 も々多くはないが、いるに
違いないと考えていた。しかし私は、積極的
受容、武士に特徴的であった信念の潔き受容
を見せる人 と々東北の地で、実に多く出会って
いる。勿論、このような受容がいつも幸せな
結果をもたらす訳ではない。それが度 さ々らな

る苦難を呼び、ひいては『腹切り』のような端
から見るなら悲惨な結果を生む側面を有するこ
とも見逃してはならない。
　まだまだ心の復興の先が見えない中、自分
の友人や家族を守るために、自分自身の苦痛
は胸にしまい込み、耐え難い苦痛に満ちた経
験を受容しようとするこれらの人々が、今、私
の希望の灯となっている。これらの人 は々、耐
えることによる自分の苦痛の対処に使っている
自我機能を、もっとすっきり家族や隣人そして
友人を守るサポートに転換し適応的に活かせる
ようになると、私は信じている。悲嘆を表に出
すことなく他の人々の世話をし、自分自身のト
ラウマや喪失にかかわる耐え難い苦痛を受容
している多くの人 を々私は見て来た。その態度
はたびたび自我の受け身的な対処や防衛的機
能に至ってしまうが、多くの事態でもっと積極
的で相互作用的な仲間との関わりへの転回を
可能にする。　　
　自分の個人的な惨事を受容している人は、
他の人々の経験している惨事にもより率直にな
ることができる。そのような人々は、他の人々
を傷つけることを怖れて自分の苦痛を抱え込む
必要がない。反対に、彼らは自分自身が被っ
た惨事を受容し、その際の学びによって他の
人 に々役立つことができる。ここで言う受容と
は、彼あるいは彼女が直面している現実を純
粋に、積極的に受容する武士の習いの潔き受
容を意味している。そのような受容ができる
状況では、自分自身の悲惨な経験を受容する
作業と同時に自分の人生において重要な他者
を助け守ることを分化させることが可能になる。
このような心の態勢の転回によって、3.11大
震災被災者は、自分自身の心の復興エージェ
ント（介在者）になることができると同時に家
族、友人、そしてコミュニティの他のメンバー
達にとっての心の復興エージェントになること
ができ、被災地の生活に光と希望をもたらすこ
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とができると、私は信ずる次第である。これが、
臨床家として東北の人 と々共に働いている私の
希望である。
　ただしそのような転回を一人で成し遂げるに
は、困難なことが多いことを我 は々共 に々強く
再認識しなければならない。独りで踏ん張り
過ぎて、PTSDを深いものにしてしまい、さら
には自死に至った人 を々我 は々知っている。宮
城県でも福島県でも、お父さんが重荷を一手
に引き受けて頑張り過ぎていると、娘があるい
は妻が心配をしながら口に出せないでいるとい
う相談が少なくない。そこには辛苦に耐える潔
い父たちの愛の姿があると同時に、必ずしも独
りで背負わなくともいい重荷までも抱える孤立
化の姿もある。
　広島や長崎の被爆者そして被爆 2世達、さ
らには沖縄の戦争体験者、長い沈黙を破って
彼らが今尚トラウマに関わる辛苦の経験を語り
始めている。67年もの沈黙を経てである。他方、
原爆投下後に降った黒い雨の問題、被爆者の
放射能影響の問題は、今なお解決されている
訳ではない。韓国の原爆被爆 2世に対する放
射能影響を調査するプロジェクトは、始まった
ばかりである。被災者に対する科学的、専門
的な支援が、とりわけ人災の被災者に対して
成功裡に果たされた歴史はない。科学的実践
家として、見えないトラウマ被害に回復可能性
の灯をもたらすこと、そして回復過程の最後ま
で可能な限りの行動を取ることは、正に我々の
使命である。

3. 臨床力：受容再考
　東北の人 と々共に心の復興活動に取り組み
ながら、時が経つにつれ心理力動的視野を分
かち合うことの重要な意味とその困難さを痛切
に感ずる出来事に、多 出々会う。とりわけ悔し
い問題が、先に記した『腹切り』の問題である。

表に出にくい問題である。宮城県のみは自殺
件数が増えている。
　子供たちの学校における自殺事件が起きる
たびに、「苛めや学校生活上のトラブルと自殺
の間に、直接の因果関係は認められない」と
する学校行政、あるいは第三者委員会の報告
が取りざたされる。司法の問題の中に教育の
問題が埋められてしまう論議ばかりが注目され
ているのである。
　PTSDの問題も、この直接的因果関係を見
出せないからと言い始めると，その予防も治
療もおぼつかない。実際に多くの被災者が、「私
は直接津波を見ていないので、・・」と、心
に長く抱えているストレスを語ることなく沈黙を
守る。あるいは、それを言うと弱いと看做さ
れ、周りにも迷惑をかけると言う。さらには著
名な作家が、怒りの報復に走ることなく長く時
間をかけて静かにこれを克服していこうと，呼
び掛ける。「沈静化」は、治療的にも重要な
要素であり、静かなる涙は尊重されるし、さ
れなければならない。しかしそうした姿を美し
い受容の姿として，その内なる世界は見ないま
まに感嘆されるだけでは明らかに足りないので
ある。
　改めて「星の王子様」の言葉を強調したい。
『本当に美しいものは、目には見えないし触れ
ることはできないものだよ。』

　目に見える静かなる涙の沈静化を安易に受
容とし、目に見えない痛みや孤独感をいっそう
押し込める偽りの受容を社会ムードであるいは
臨床家の過った態度で、押し進めてはいない
か。再考の余地大なるこの問いを、私は臨床
の場で多くの人 と々分かち合いたい。
　著名な作家や思想家たちは、社会言語を豊
かに操り社会無意識にベクトルを与える。それ
は強大な力となり、人 を々大きく護りもすれば
孤高の闘いに追いやることもする。それが我々
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の仲間に『腹切り』を、あるいは燃え尽きて
臨床の場から去らしめることを生む。多くの精
神科医、看護師、社会福祉士あるいはカウン
セラーがその波をかぶってきている。しかし今
やその問題は、精神保健の職業人だけでなく
市民サービスの前面に立つ公務員や保育士、
教員そして家庭のお父さんにも及びつつあるの
である。
　受容とは、重荷を黙して抱え込むことではな
い。向き合うことである。向き合って、心の内
外で語り合い、重荷を解く道を探して、押し込
めることも歪めることも、隠しあうこともなく真
実自分の姿を見つめていくことである。そこに
外からは見えない，余人に触れることの出来な
い美しさがある。それがまた武人のそして風流
人の潔き美ではなかろうか。臨床家は、時とし
て武人であり風流人である。人々の耐え難い艱
難辛苦の中にある怒りに、畏敬を持ってこれ
を受け、安易な因果論には加担しない、折れ
ない心の体幹とそれゆえの広い自由空間を擁
する人だからである。
　受容は最もシンプルな生き方、最も崇高な
自己愛であり、フロイトの「働くことと愛するこ
と」をそのままに具現する姿である。
　どのような状況における体験であれ、被災
者も支援者もその姿を追究する機会を今与え
られている。
　自分自身が今ここに存在している時と場にお
いて、

　自分自身の身体の感覚（Sense）:
　　重量感、皮膚、筋肉、骨、内臓感覚・・
　情緒（Affect）：
　　喜悦、恐怖、快、不快、怒り、哀切、悲嘆・・
　思考（Thinking）：
　　意志、戦略、探求、回避、逃避、弁明・・
　行動（Behavior）：
　　目的的、無為的、防衛的・・

以上、SATBの 4位相を体験するがままに、
　感じる（Touch/Feel）　
　見る（Observe/See）
　言葉にする（Verbalize）
　
　これが具体的な人が自分を受容する体験で
あり、出会うべき人を目の前に置いて体験する
ことを、SATBの位相において TOVするなら
その相手を受容することになる。シンプルに自
分でいてシンプルに共にいることこそ、受容で
あり、共に安全空間を作り互いが自由になり、
深い理解のもとに困難に立ち向かい共に成長
する機会を得ることになる。

臨床の貢献
　東北の人々が希望の未来に向かうために
3.11にかかわる心理学的問題の克服に、臨床
力は欠かすことが出来ない。トラウマへの対応
そしてよりよき未来の希望を生み出すことに貢
献する臨床教育の仕事には、大変な困難性と
共に可能性がある。臨床家として、この東北
の地でいつもよりも胸襟を開き、気持ちを、ア
イデアを、疑問を、当事者同士で分かち合い、
この難局を塞翁が馬に因み、我々の臨床力を
目一杯現実化していこう。それはそのまま学術
的な人間の英知として、この学会の産物となっ
て残っていくことであろう。見ることができず、
触れることができない人間の心の最も美しい
部分を、臨床家として我 は々その最も近い所に
行ける喜びを伝えあっていこう。
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